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図 1 観測地点図  

陸奥湾の海洋環境とホタテガイの成長に関する研究 

 

伊藤良博・扇田いずみ・吉田 達・東野敏及＊・小谷健二・高坂祐樹・川村 要 

 

目   的 

 ホタテガイの生産量は、餌料生物の現存量や水温などの海洋環境に左右されるため、年変動が非常に激

しい。このため、陸奥湾の海洋環境とホタテガイの成長との関係を解明し、ホタテガイの計画的な生産に

資する。 

 

材料と方法 

１ 陸奥湾の海洋環境及び餌料環境の把握 

(1) 海洋環境の把握 

陸奥湾湾口部沖側の定点（St.100）（図 1）において、平成 24 年 1 月～

12 月に月 1 回、メモリー式水温・塩分・深度計（鶴見精機社 C/STD）に

より毎月海洋観測を行った。なお、11 月は調査船がドックのため欠測であ

る。また、湾口部（脇野沢沿岸）（図 1）において、平成 24 年 1 月から 12

月にメモリー式流向流速計（JFE アドバンテック社 INFINITY-EM AEM-USB）

による通年毎時観測を行った。 

(2) 餌料環境の把握 

クロロフィル a については久栗坂実験漁場（図 1）において、平成 24 年

1 月～平成 24 年 12 月まで概ね月 2 回、バンドーン採水器を用いて水深 10m

から採水し、ガラス繊維ろ紙（ワットマン GGF/F フィルター、孔径 0.7μm）及び膜フィルター（ワット

マン Nuclepore Track-Etched Membrane、孔径 10.0μm）を用いてそれぞれ試水 1ℓずつをろ過した後、

フィルターの残存物をアセトンで抽出し、蛍光法 1)によりホタテガイ餌料の指標となるクロロフィル a

を測定し、その推移を求めた。また、久栗坂実験漁場の北側境界の施設にワイパー式クロロフィル濁度

計（JFE アドバンテック社 Compact-CLW）を設置し、1 時間間隔でクロロフィル a の濃度を観測した。 

また、栄養塩については St.100（図１）において、平成 22 年 4 月～平成 24 年 3 月に月 1 回、ナンゼ

ン採水器を用いて採水し分析を行った。なお、採水は、0,10,20,30,40,50,60,70,80,90m 及び底上 2m か

ら行った。 

 

２ ホタテガイの成長量の把握 

 親貝の成熟度調査２）期間外の平成 24 年 6 月～11 月、久栗坂実験漁場のホタテガイ養殖施設に垂下し

た平成 23 年産ホタテガイの生貝 30 個体について、殻長、全重量、軟体部重量を毎月 1 回測定し、ホタ

テガイの成長量を調べた。 

 

結果と考察 

１ 陸奥湾の海洋環境及び餌料環境の把握 

(1) 海洋環境の把握 

 

＊青森県下北地域県民局地域農林水産部むつ水産事務所 
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1) 水温・塩分 

St.100 での月別の水温および塩分鉛直分布図を図 2 に示した。平成 24 年 1 月～4 月の水温は鉛直混合

しており、水深による差はほとんどなかった。塩分についても 1 月～2 月は鉛直混合しており、差はほと

んどなかったが、3 月以降下層の塩分が高くなった。水温も 5 月以降は勾配が生じ始め、表層が高く下層

が低くなった。8 月～10 月には水深 30m～60m で明確な水温および塩分躍層が形成されたが、12 月には鉛

直的に均一な海況となった。 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 5 10 15 20 25 30

水
深

(m
)

水温(℃) 1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

12月
 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

33.2 33.4 33.6 33.8 34 34.2 34.4 34.6

水
深

(m
)

塩分
1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

12月
 

図 2 平成 24 年 St.100 での月別水温および塩分鉛直分布  

 

 

2) 流れ 

   St.100 での日別平均の南北流速と東西流速を図 3 に示した。東西方向の流れについては、12 月に東向

きの流れが観測され、最大流速は 18.6cm/s であった。南北方向の流れについては、6 月～9 月は南向き

の流れが多く、最大で 21.7cm/s であった。9 月以降は南向きの流れの頻度が減り、流速も 10cm/s 以下

となった。 
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図 3 平成 24 年湾口部 (脇野沢沿岸 )での日別南北流速及び東西流速  

 

(2) 餌料環境の把握 

1) 平成 24 年のクロロフィル a 量 

  久栗坂実験漁場での平成 24 年１月～12 月の孔径サイズ別のクロロフィル a 量について、測定結果を

表 1 に、クロロフィル a 量の推移を図 4 に示した。 

0.7μm 以上のクロロフィル a 量は、1 月中旬～4 月上旬には 0.98～2.18 ㎎/m3 と高めに推移していた。

その後次第に減少し、4 月中旬～9 月中旬には 0.15～0.47 ㎎/m3 と低めに推移していたが、10 月中旬以

降増加し、12 月下旬まで 0.66～0.78 ㎎/m3 とやや高い値で推移した。 

さらに、10μｍ以上の大型植物プランクトンのクロロフィル a 量については、1 月～3 月下旬には 0.38

～0.88 ㎎/m3 とやや高めで推移していたが、4 月上旬から減少し、12 月下旬まで 0.00～0.28 ㎎/m3 と低

い水準で推移していた。 

これらの変化は、春と秋の植物プランクトンのブルーミングによるものと考えられたが、平成 19 年以

降で比較すると、平成 24 年は春のピーク値がやや低い年であった。 
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表 1 久栗坂実験漁場における孔径サイズ別のクロロフィル a 量（平成 24 年） 

採水年月日
＞0.7um

（GF/F）

＞10um

（Nucreopore filter）

H24.1.17 1.80 0.45

H24.2.7 1.68 0.48

H24.2.20 2.18 0.88

H24.3.8 1.28 0.44

H24.3.23 1.33 0.38

H24.4.6 0.98 0.10

H24.4.19 0.28 0.02

H24.5.1 0.16 0.00

H24.5.16 0.41 0.01

H24.6.6 0.47 0.12

H24.6.25 0.23 0.02

H24.7.5 0.39 0.01

H24.7.19 0.31 0.02

H24.8.10 0.29 0.01

H24.8.28 0.15 0.01

H24.9.6 0.22 0.02

H24.9.19 0.17 0.01

H24.10.10 0.55 0.11

H24.10.17 0.75 0.28

H24.11.28 0.70 0.09

H24.12.12 0.78 0.23

H24.12.25 0.66 0.19  
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図 4 久栗坂実験漁場における孔径サイズ別のクロロフィル a 量の推移（平成 24 年） 

 

2) メモリー式クロロフィル計の観測値 

平成 24 年 1 月～12 月におけるメモリー式クロロフィル計の観測値と、GF/F フィルターを使用したアセ

トン抽出法でのクロロフィル a の分析値について、同時刻における各々の値を表 2 に、各々の値の推移を

図 5 に示した。 

メモリー式クロロフィル計の観測値は、平成 24 年 1 月～2 月及び 9 月～12 月は 0.39～1.81 ㎎/m3 の範囲 

で推移したが、3 月～8 月はクロロフィル計の故障により欠測となったため、アセトン抽出法による分析値

との比較は行わなかった。 
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採水年月日 採水時刻

アセトン抽出法に

よるクロロフィルa

の分析値

（mg/m
3
）

採水した時のメモリー

式クロロフィル計の観

測値（mg/m
3
）

H24.1.17 14:00 1.80 0.95

H24.2.7 14:00 1.68 1.81

H24.2.20 14:00 2.18 1.69

H24.3.8 14:45 1.28 　　　　　　　　　　　　―

H24.3.23 10:50 1.33 　　　　　　　　　　　　―

H24.4.6 9:30 0.98 　　　　　　　　　　　　―

H24.4.19 9:30 0.28 　　　　　　　　　　　　―

H24.5.1 11:35 0.16 　　　　　　　　　　　　―

H24.5.16 9:20 0.41 　　　　　　　　　　　　―

H24.6.6 9:25 0.47 　　　　　　　　　　　　―

H24.6.25 10:15 0.23 　　　　　　　　　　　　―

H24.7.5 10:35 0.39 　　　　　　　　　　　　―

H24.7.19 9:45 0.31 　　　　　　　　　　　　―

H24.8.10 9:20 0.29 　　　　　　　　　　　　―

H24.8.28 10:00 0.15 　　　　　　　　　　　　―

H24.9.6 13:40 0.22 0.42

H24.9.19 7:15 0.17 0.39

H24.10.10 10:10 0.55 0.87

H24.10.17 7:45 0.75 0.89

H24.11.28 13:05 0.70 0.72

H24.12.12 10:10 0.78 0.76

H24.12.25 7:45 0.66 1.38

表2　久栗坂実験漁場の水深10mでのアセトン抽出法によるクロロ

フィルaの分析値及びメモリー式クロロフィル計の観測値
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図 5 アセトン抽出法による分析値とメモリー式クロロフィル計の観測値の推移 
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図 5 アセトン抽出法による分析値とメモリー式クロロフィル計の観測値の推移 
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3) 栄養塩 

 ①平成 24 年の鉛直分布  

St.100 での月別の栄養塩の鉛直分布図を図 6（TN：全窒素、PO4-P：リン酸態リン、SiO4-Si：ケイ酸

態ケイ素）に示した。3 月は時化により採水ができなかったため欠測である。鉛直混合期である 1 月～2

月には、ほぼ鉛直的に均一になっていた。しかし、4 月以降は春季ブルームにより、10m 層～30m 層の栄

養塩が消費されるため、濃度勾配が生じていた。表層で栄養塩濃度が低くなる様子は、10 月まで継続し、

12 月には鉛直混合により、ほぼ均一な濃度となった。 
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図 6 平成 24 年 St.100 での栄養塩鉛直分布  
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②St.100 における栄養塩の経時変化 

   St.100 の 20m 層における各栄養塩濃度の経時変化を図 7 に示した。 

   平成 24 年も 22 年、23 年と同様に 2 月に極大となり、その後 4 月に栄養塩濃度が低下し、10 月まで低

濃度が継続する季節変化がみられた。また年による栄養塩濃度を比較したところ、TN は 0.1～2.7mol/L、

PO4-P は 0.0～0.2mol/L、SiO4-Si は 0.8～2.8mol/L の差があり、特に TN、SiO4-Si は栄養塩濃度が低下

する 4 月～10 月に年較差が大きくなった。 
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表3　平成23年産ホタテガイ測定結果（親貝調査分を含む）

測定年月日 測定枚数 異常貝率 軟体部指数

（枚） （%） （%）

H23.10.13 30 6.7 27.5 ± 2.6

H23.11.28 30 0.0 49.1 ± 2.1 11.4 ± 1.5 3.8 ± 0.6 33.7

H23.12.9
＊

30 0.0 52.4 ± 2.6 12.8 ± 1.9 4.4 ± 0.8 34.4

H23.12.21
＊

30 0.0 54.0 ± 2.9 13.8 ± 2.4 5.0 ± 1.0 35.9

H24.1.19
＊

30 0.0 65.1 ± 3.5 24.9 ± 3.8 9.4 ± 1.3 37.8

H24.2.6
＊

30 0.0 68.7 ± 7.8 31.1 ± 8.3 12.6 ± 4.2 40.5

H24.2.23
＊

30 0.0 73.6 ± 2.5 38.1 ± 4.3 16.8 ± 2.1 44.2

H24.3.8
＊

30 3.3 75.0 ± 3.7 38.4 ± 5.0 17.3 ± 2.6 45.1

H24.4.6
＊

30 0.0 75.1 ± 5.5 45.7 ± 8.9 19.6 ± 4.5 42.9

H24.4.23
＊

30 0.0 79.1 ± 3.6 48.2 ± 5.1 20.5 ± 2.3 42.5

H24.5.7
＊

30 13.3 80.4 ± 2.6 49.1 ± 5.0 20.6 ± 2.4 41.9

H24.6.25 30 0.0 82.7 ± 4.1 65.5 ± 8.3 24.2 ± 3.8 38.7

H24.7.24 30 0.0 90.8 ± 3.4 78.2 ± 7.7 31.5 ± 3.6 40.2

H24.8.20 30 0.0 89.3 ± 4.6 80.2 ± 12.2 30.3 ± 5.8 37.8

H24.9.19 30 0.0 89.8 ± 5.4 71.9 ± 11.9 24.4 ± 4.3 34.0

H24.10.17 30 10.0 91.2 ± 6.0 74.5 ± 13.6 23.6 ± 9.3 31.7

H24.12.5
＊

30 6.7 94.7 ± 3.2 93.5 ± 10.7 35.7 ± 3.9 38.2

H24.12.17
＊

30 0.0 97.1 ± 5.3 105.3 ± 15.5 42.6 ± 6.2 40.4

H25.1.21
＊

32 0.0 107.5 ± 4.5 129.3 ± 13.4 53.3 ± 6.7 41.2

H25.2.4
＊

30 0.0 107.3 ± 5.9 130.3 ± 18.6 56.2 ± 7.5 43.1

H25.2.18
＊

30 0.0 109.6 ± 4.3 139.6 ± 15.0 60.1 ± 7.2 43.0

※注　測定年月日右上に＊がある日は親貝調査

殻長(mm） 全重量（g） 軟体部重量（g）

平均値±SD 平均値±SD 平均値±SD
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図 8 平成 23 年産貝の殻長の推移  図 9 平成 23 年産貝の全重量の推移  
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図 10 平成 23 年産貝の軟体部重量の推移  図 11 平成 23 年産貝の軟体部指数の推移  
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３ 今後の課題 

今回の調査では、佐藤ら４）、永峰ら５）と同様に、同じ久栗坂実験漁場で餌料環境とホタテガイの成長

に関するデータを得ることができたが、餌料環境とホタテガイの成長についての関連性を述べるにはま

だデータが不足していると考える。今後、同様の調査を複数年継続して実施することによりデータを蓄

積し、それらのデータに青森ブイの水温のデータを加えた上で餌料環境、水温及びホタテガイの成長の

相互の関連性について分析を行うことで、ホタテガイの成長予測シュミレーションモデルの開発に繋げ

ていく必要がある。 
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